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気象庁 

 
 
 
 
 国立研究開発法人防災科学技術研究所、北海道大学、弘前大学、東北大学、東京大学、

名古屋大学、京都大学、高知大学、九州大学、鹿児島大学、国立研究開発法人産業技術総

合研究所、国土地理院、国立研究開発法人海洋研究開発機構、青森県、東京都、静岡県、

神奈川県温泉地学研究所及び気象庁のデータを用いて作成している。 
また、2016 年熊本地震緊急観測グループのオンライン臨時観測点（河原、熊野座）、米国

大学間地震学研究連合（IRIS）の観測点（台北、玉峰、寧安橋、玉里、台東）のデータを

用いて作成している。 

 
 以下の資料は暫定であり、後日の調査で変更されることがあります。 
 























































































































































気象庁作成 

10 月 16 日からの愛知県西部の深部低周波地震活動 

領域ａ 

（2010年１月１日～2016年10月18日07時） 

深部低周波地震の震央分布図 

（2010年１月１日～2016年10月18日07時） 
2016年10月16日以降の地震を●で表示 2016年10月16日以降、愛知県西部を震

央とする深部低周波地震を観測してい

る。この活動に同期して、周辺のひずみ

計にも変化が現れている。 

今回の活動領域の周辺では、たびたび

深部低周波地震のまとまった活動が発

生している。今回の震央周辺でのまとま

った活動は、2016年1月以来である。 

領域a内の時空間分布図（A－B投影） 

（2016年10月15日～10月18日07時） 
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気象庁作成 

ひずみ変化から推定されるすべり領域 

すべり推定期間  

ひずみ変化を説明しうる断層モデル候補 

すべり候補領域は、中村・竹中（2004）１）によるグリッドサーチの手法※により求めた。プレート境界と断層面の形状はHirose et al.（2008）２）による。 

※ すべり候補領域の位置とその規模（Mw）を、すべりがプレート境界面上でプレートの沈み込み方向と反対に発生したと仮定し、考え得る全ての解を前提として得られる理論値と観測値を比較し、合致するもの
を抽出する手法 

１）中村浩二・竹中潤，東海地方のプレート間すべり推定ツールの開発，験震時報，68，25-35，2004 

２）Hirose F., J. Nakajima, A. Hasegawa, Three-dimensional seismic velocity structure and configuration of the Philippine Sea slab in southwestern Japan estimated by double-difference tomography, J. Geophys. Res., 113, B09315, 
doi:10.1029/2007JB005274, 2008 

■ 断層モデル推定に使用したひずみ観測点
○ 期間中に発生した深部低周波地震の震央
● 断層モデル候補の中心

東海地域ひずみ変化 

2016/09/16 00：00～2016/10/18 06：00 

浜松春野 

新城浅谷 

10月16日18時～18日06時 
Mw5.1～5.2 

浜松三ヶ日 

浜松佐久間 
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気象庁作成 

今回の地震 

ａ

今回の地震 

ｂ

0 

2016 年 10 月 16 日 19 時 59 分に静岡県西部

の深さ 18km で M2.8 の地震（最大震度１）が

発生した。この地震は、発震機構が西北西－

東南東方向に圧力軸を持つ横ずれ断層型（速

報解）で、地殻内で発生した。 

1997 年 10 月以降の活動を見ると、今回の地

震の震源付近(領域 b)では、M３程度の地震が

数年に１回程度発生している。2010 年 10 月

12 日には、M3.8 の地震（最大震度２）が発生

した。 

なお、ひずみ計には特段の変化は現れてい

ない。 

10 月 16 日 静岡県西部の地震 
震央分布図 

（1997 年 10 月１日～2016 年 10 月 17 日 08 時、
深さ０～40km、M≧1.5） 

10 月 16 日以降の地震を濃く表示 
破線は東海地震の想定震源域を示す 

領域 b内のＭ－Ｔ図 

今回の地震の発震機構解（自動解）

Ａ Ｂ 

Ａ 

Ｂ 

領域 a内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

10 月 16 日～17 日 08 時 
Ｍすべて 
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